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観世能楽堂（B3F）

舞
踊
家
・
谷
口
裕
和
は
、日
本
舞
踊
の
伝
統
を
深
く
体
現
し
な
が
ら
、

現
代
の
美
意
識
を
も
取
り
入
れ
た
独
自
の
表
現
で
、
舞
台
芸
術
の

新
た
な
地
平
を
切
り
拓
い
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
話
題
の
邦

画『
国
宝
』に
て
振
付(
指
導)

を
担
当
し
、
映
像
作
品
に
お
い
て
も

舞
踊
家
と
し
て
の
繊
細
な
感
性
と
技
術
を
存
分
に
示
し
ま
し
た
。

「
谷
口
裕
和
の
會
」は
例
年
一
度
の
開
催
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
昨
年
は
映
画『
国
宝
』を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
創
作
活
動

に
専
念
し
た
た
め
、
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
充
実

し
た
時
間
を
経
て
、
満
を
持
し
て
の
再
開
と
な
り
ま
す
。

第
九
回
を
迎
え
る
本
公
演
で
は
、
四
演
目
を
通
じ
て
日
本
舞
踊
の

精
華
を
披
露
い
た
し
ま
す
。
幕
開
け
は
谷
口
裕
和
に
よ
る「
鷺
娘
」。

雪
の
中
に
咲
く
恋
の
儚
さ
を
、
素
踊
り
に
て
繊
細
か
つ
艶
や
か
に

舞
い
上
げ
ま
す
。
本
作
の
美
術
監
修
に
は
、
映
画『
国
宝
』の
美

術
を
手
掛
け
た
種
田
陽
平
氏
を
迎
え
、
視
覚
的
な
美
も
一
層
の
深

み
を
加
え
ま
す
。
続
い
て
、
市
川
中
車
に
よ
る「
蛙
子(

ひ
る
こ)

」。

御
祝
儀
舞
踊
の
折
り
目
正
し
さ
と
技
巧
が
光
る
一
幕
に
、
舞
台
の

妙
味
が
凝
縮
さ
れ
ま
す
。
三
番
目
は
片
岡
千
之
助
に
よ
る「
藤
娘
」。

華
や
か
さ
と
哀
愁
が
交
錯
す
る
名
作
を
、
衣
裳
付
に
て
、
若
き
感

性
で
瑞
々
し
く
舞
い
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
終
幕
は
、
尾
上
右
近
と

谷
口
裕
和
に
よ
る
長
唄
「
旅
」。
二
人
の
踊
り
手
が
紡
ぐ
旅
路
の
情

景
が
、
観
る
者
の
心
に
静
か
に
染
み
渡
り
ま
す
。

会
場
は
、
銀
座
の
中
心
・
G
I
N
Z
A
S
I
X
内
に
佇
む
観
世
能

楽
堂
。
幽
玄
と
洗
練
が
交
差
す
る
空
間
で
、
珠
玉
の
舞
台
を
ご
堪

能
い
た
だ
き
ま
す
。
秋
深
ま
る
十
一
月
、
心
に
残
る
一
夜
を
ぜ
ひ

ご
一
緒
に
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

谷口裕和 片岡千之助 尾上右近 市川中車
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第五回谷口裕和の會
国立劇場大劇場
「藤娘」市川中車

第六回谷口裕和の會
観世能楽堂
「関の扉（下）」尾上右近・谷口裕和

第六回谷口裕和の會
観世能楽堂
「供奴」片岡千之助

第五回谷口裕和の會
国立劇場大劇場
「京鹿子娘道成寺」谷口裕和

●銀座駅 東京メトロ銀座線／日比谷線／丸の内線
A2出口、A3出口より徒歩2分
東京メトロ日比谷線／都営浅草線
A1出口より徒歩3分

●東銀座駅

JR山手線／京浜東北線／東京メトロ有楽町線
銀座出口より徒歩10分

●有楽町駅

〒104-0061
東京都中央区銀座6-10-1G INZA SIX B3F

観世能楽堂GINZA  S I X

地下鉄銀座駅からGINZA S IX地下2階へつながる
地下鉄連絡通路をご利用ください。

過去の公演

谷口裕和の會9
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